


ご注意 :

本プレゼンテーションに登場する内容は、

まだモノも仕上がっていませんし、 技術的な

問題点をクリアしているモノではありません。

これから作り始めますよ。 という、 発表です。





方眼紙 : 
ビジネス文書のデファクト・スタンダード・フォーマット。

直接書きたいところに書ける。

スタイルとか覚えなくていい。

紙に書く感覚と似てる。



でも、なんとなく方眼紙が嫌いな
ギークが多い気がする。

本来の使い方じゃない。

レイアウトの変更が大変。

Excel の機能を生かせない。

行を追加したら、罫線がずれた。

印刷したらテキストが切れてた。
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方眼紙を表現するための
コンポーネントがあったらいいんじゃない？

方眼紙の使いやすさを最大限に生かす。

ギークも納得なギミックを入れる。

コンポーネント化して再利用できるように。

ついでに表計算風のことができるとうれしい。



Swing で方眼紙を作ろう。
でも、JTable は使わない。

JTable の拡張は複雑すぎ。

方眼紙を作るには向いてない （データ構造など )

JTable はそれ自身、 そもそも使いにくい。

スクラッチから作った方が楽しいに決まってる。



進捗状況

コンセプト決め完了。

java-ja:12

プロトタイプ 1 完了。

プロトタイプ 2 完了。

プロトタイプ 3 完了。

ちゃんと設計。
ちゃんと実装。

スタート。

遠い未来

動く方眼紙アプリをプロトタイプとして 3 つぐらい作る。

プロトタイプの反省をもとに、 しっかりコンポーネントを設計。

チューニングとかしない。 最速のマシンでそこそこ動けばよい。



とりあえず、 方眼紙の研究用にいっぱい買ってみた。



ターゲットは？

プログラマーならアプリケーションの利用者。

コピーライターならアプリケーションの購買者。

コンポーネント作成者ならアプリケーションのデザイナー。

つい使ってみたくなる。

自分のアプリに組み込みやすい。
（ライセンス ・ API の使いやすさ等）

よりリッチなことができることが大事。



いまのところ作ろうとしているところ。
・ CSS1/CSS2 レベルの表現力 ( でも面倒なところは省略 )

・ 入力データ ・ バリデーション結果表示のモード

982323 浜松HM 34

329823 京都KT 28

768239 横浜YK 13ちょっと足りません。

・ セルの結合、 複数行 ・ 列をグループ化

・ スクロールの実装 （JScrollPane は使わない )

・ フィルタの実装 ( 非表示 ・ 囲み )

982323 浜松HM 34

329823 京都KT 28

768239 横浜YK 13

・ アニメーション効果をたくさん

・ 方眼紙らしい改行

あいうえお
かきくけこ

改行があれば、 ベースラインを
フォントではなくセルにあわせる。


